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  教授

我々のグループでは、物質中の電子と光の相互作用を探求する光物性物理
学を中心に実験研究を行っている。新規高速応答型シンチレーターやナノ構造
蛍光体の開発を目指した先端的な物性研究を展開し、特にシンクロトロン放射
光を用いた真空紫外分光研究では国内外で有数の研究グループとして活躍し
ている。

研究紹介 相談・要望に応じられる分野

研究の展望と利用設備

蛍光物質、輝尽性発光物質、シンチレーター等の発光機構、可視・紫
外・真空紫外分光実験に関する内容。

専門分野 キーワード
ゼオライト、シンチレーター、真空紫外分光、放射線、

輝尽発光、蛍光、オージェフリー発光

大 西 彰 正
OHNISHI Akimasa

ナノメートルサイズの細孔構造をもつ蛍光
体。特定の放射線に対してのみ応答する。

Evc

Eg

放射線に対して高効率かつ高速に応
答するオージェフリー発光物質の発光
機構。

浅い内殻正
孔の消滅に
伴うオージェ
フリー発光

3m直入射真空紫外分光器と超高
真空極低温サンプルチャンバー

真空紫外パルス
レーザー

可視・紫外分光器と紫外光源

冷凍機クライオ
スタット

放射線に高速応答する新規シンチ
レータとその蛍光。
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